
原著論文

青年期のための「子育て」ガイドブック作りへの提案
－生活者としての視点を取り入れて－

金　娟　鏡 *・永　迫　彩　花 **

（2019 年 10 月 21 日　受理）

Suggestions for Creating a Child-rearing Guidebook for Adolescence 
on the Point of View of Consumers

KIM Yeonkyeong, NAGASAKO Ayaka

＊　  鹿児島大学 教育学系 准教授
＊＊　　出水市立高尾野小学校 教諭

69



2015 0 15
1

28.8% 43.6

2012
3 2016

2008
2006

2008

2016
4 3

readiness

2014

3 1

2

3

2014

鹿児島大学教育学部研究紀要　教育科学編　第71巻　（2020）70



 
2015 1

2016

2016

2017

 

 
1

2

2008

 
 
 

2018 10 2018 11

金・永迫：青年期のための「子育て」ガイドブック作りへの提案

1　 『家庭基礎－明日の生活を築く』（開隆堂）、『家庭基礎－ともに生きる明日をつくる』（教育図書）、『家庭基礎－パート
ナーシップでつくる未来』（実務出版）、『家庭基礎－ともに生きる・未来をつくる』（第一学習社）、『家庭基礎－豊かな
生活をともにつくる』（大修館書店）、『家庭基礎－自立・共生・創造』（東京書籍）の6冊が使用された。
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2　 子育て支援に係る部署は各市町村によって異なるが、鹿児島県内においては、主に各市町の子育て支援課、こども政
策課、こども課、こども未来課、福祉課、福祉事務所、地域福祉課、介護福祉課、健康増進課、保健衛生課、保健福祉課、町
民福祉課が担当している。
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3　 （株）ベネッセコーポレーションが発行している子育て情報誌『たまごクラブ』は約 6万 4 千部、『ひよこクラブ』
は約 10 万部の発行実績を有し（2018 年現在）、子育て期の衣・住生活に関する情報を多く掲載していることから、『た
まごクラブ』『ひよこクラブ』（いずれも 2018 年 11 月号）の内容を参考にした。調査Ⅰでの手順と同じく、それぞ
れの中・小見出しのうち、衣・住生活に係る類似したものをまとめてグループ化し、その中身にタイトルをつけて
項目とした。
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SD) SD)
01 3.3 .81 1.8 .67
02 3.1 .87 1.6 .60
03 3.4 .66 2.2 .72
04 3.3 .73 1.7 .66
05 3.5 .75 2.3 .80
06 3.3 .77 1.8 .66
07 3.3 .79 1.8 .66
08 3.3 .77 1.7 .64
09 3.4 .70 2.3 .85
10 3.4 .71 2.2 .81
11 2 3.1 .83 2.0 .75
12 2.8 .88 2.6 .79
13 3.3 .76 1.9 .79
14 3.0 .85 2.1 .87
15 3.4 .77 1.9 .68
16 3.3 .79 1.9 .72
17 3.3 .83 2.0 .75
18 3.4 .64 2.1 .69
19 3.3 .74 1.9 .77
20 3.3 .78 1.7 .69
21 3.4 .72 1.9 .77
22 3.2 .80 2.2 .85
23 2.9 .93 1.7 .81
24 3.2 .83 1.8 .78
25 3.3 .74 2.0 .85
26 2.7 .95 1.8 .81
27 3.1 .86 2.1 .83
28 3.3 .84 1.7 .62
29 3.4 .72 2.1 .74
30 3.2 .82 1.7 .62
31 3.1 .88 2.3 .86
32 3.3 .84 1.8 .66
33 3.3 .82 1.8 .67
34 3.5 .70 2.2 .79
35 2.6 .91 1.6 .59
36 3.0 .83 1.8 .67
37 2.9 .86 2.2 .79
38 2.9 .92 1.8 .66
39 3.3 .83 2.3 .74
40 2.8 .95 2.0 .75
41 2.4 .99 2.1 .76
42  3.1 .92 1.7 .77
43  3.3 .81 1.6 .67
44 3.3 .78 1.8 .74
45 3.3 .82 2.0 .75
46 3.3 .75 2.2 .82
47 3.3 .76 1.5 .63
48 3.3 .75 1.7 .75
49 3.3 .74 1.7 .65
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28 -.10**
29 -.25**
30 -.13**
31 -.23**
32 -.26**
33 -.10**
34 -.24**
39 -.22**
40 -.23**
41 -.15**

** p <.01 * p <.05

1 -.76
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03 -.21**
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